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田そ
へそ田越しに
v高森城跡を望む

ヘ

.....左手前がへそ回、右手奥が高森城跡

高
山
の
仙
葉
地
区
に
、
地
元
の
人
が
H

へ
そ
田
H

と
呼
ん
で
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぽ
の
中

に
、
ま
る
で
置
き
忘
れ
た
か
の
よ
う
な
岩
が
一
つ

あ
り
、
そ
の
有
様
が
、
お
な
か
の
へ
そ
の
よ
う
に

見
え
る
所
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
へ
そ
田
か
ら
更
に
谷
沿
い
に
山
を
登
っ
て

行
く
と
、
靴
の
つ
ま
先
と
か
か
と
の
形
に
似
た
岩

が
二
つ
並
ぶ

H
<
つ
田

H
と
い
う
所
に
出
ま
す
。

現
在
は
杉
林
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
こ

こ
も
田
ん
ぽ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
り
へ
そ
巴
u

と
η

く
つ
田
ω

に
は
、
次
の

よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

中
世
末
期
の
こ
と
、
平
地
に
難
攻
不
落
の
要
害

「
高
森
城
し
が
あ
リ
ま
し
た
。
四
国
平
定
を
も
く

ろ
む
土
佐
の
長
曾
我
部
氏
が
幾
度
と
な
く
猛
攻
を

か
け
ま
し
た
が
、
城
を
守
る
梶
谷
兄
弟
の
善
戦
で

ど
う
し
て
も
攻
め
落
す
こ
と
が
で
き
ず
、
撤
退
を

く
リ
返
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
高
森
城
は
、
く
つ
田
か
ら
湧
く
水
を
、
へ

そ
田
を
中
継
し
て
ひ
そ
か
に
域
内
へ
と
引
い
て
い

ま
し
た
。
地
元
の
老
婆
か
ら
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た

士
性
勢
は
、
へ
そ
田
で
そ
の
水
路
を
断
ち
、
さ
し

も
の
高
森
城
も
、
水
を
断
た
れ
て
落
城
し
て
し
ま

っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。
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平成元年9月1日おおず広報

大洲市長義番付表問日現在)

平
成
元
年
八
月
一
日
現
在
、
大
洲
市
に
在
住
す
る

九
十
歳
以
上
の
人
は
百
五
十
二
人
と
な
り
、
昨
年
を

十
二
人
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
老
齢
人
口
比
率
(
市
の
人
口
に
占
め
る
六

十
五
歳
以
上
の
人
の
割
合
)
も
十
五
・
七
%
と
な
り
、

こ
れ
も
こ
こ
数
年
上
昇
し
続
け
で
い
ま
す
。
高
齢
化

社
会
の
中
で
、
豊
か
な
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
お

互
い
が
助
け
合
い
、
生
か
し
合
う
心
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。
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おおず広報平成元年9月1日

前安徳高芝竹佐石神日山平栗冨冨長河増白川菊高尾松杉小西竹北山楽小梶
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ヨ
ネ
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田
口
)

ミ
ツ
ヨ
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大
洲
)

コ
ベ
ン
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蔵
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)

艶
志
(
上
須
戒
)

ヲ
ウ
ラ
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五
郎
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ク
リ
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菅
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ツ
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和 多 大大
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橋岡上岡野野岡本岡川野上田

助
け
合
う
こ
こ
ろ
で
:
:
:

ー
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
l

大
洲
市
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
預
託
制
の
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
様
の
H

お

互
い
に
助
け
合
う
心
H

を
基
に
、
地
域

で
家
族
を
支
え
る
在
宅
援
護
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

A
7
年

度
は
肱
北
、
平
野
、
上
須
戒
の
三
地
区

が
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
で
す
。

会
員
こ
の
事
業
の
目
的
に
賛
同
し
、

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の
申

込
書
で
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

申
し
込
み
、
各
地
区
社
協
会
長
の
承

認
を
得
て
、
次
の
区
分
で
登
録
さ
れ

ま
す
。

①
利
用
会
員
一
地
区
内
に
居
住
す
る

老
人
、
障
害
者
、
母
子
・
父
子

世
帯
な
ど
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
す
る
人

②
協
力
会
員
一
地
区
内
に
居
住
し
、

心
身
と
も
に
健
全
で
、
こ
の
事

業
に
対
す
る
理
解
と
熱
意
を
有

し
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
協

力
で
き
る
人

介
護
サ
ー
ビ
ス
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
は
、
主
に
次
の
と
わ
り
で
す
。

①
入
浴
介
助
、
②
病
気
の
看
護
、
③

洗
濯
及
び
繕
い
、
④
食
事
の
世
話
、

⑤
外
出
時
の
介
助
、
⑥
相
談
・
話
し

相
手
、
そ
の
他
様
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
原
則

と
し
て
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
の
問
、

必
要
に
応
じ
て
一
日
三
時
間
、
一
週

十
八
時
間
を
限
度
と
し
て
行
い
ま
す
。

費
用
の
負
担
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
た
利
用
会
員
は
、
一
回
に
つ
き
百

円
を
支
払
い
ま
す
。

費
用
弁
償
こ
の
事
業
で
は
、
り
協
力

会
員
は
、
行
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
点
数

と
い
う
形
で
預
託
し
、
将
来
利
用
会

員
と
し
で
介
護
を
受
け
る
と
き
は
、

そ
の
点
数
に
応
じ
た
介
護
を
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
H

と
い
う
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
特
に
現
金
精
算
を
希
望

す
る
人
、
転
出
す
る
人
、
死
亡
し
た

場
合
に
つ
い
て
は
、
預
託
基
準
に
基

づ
き
慰
労
金
と
し
て
現
金
(
上
限
十

万
円
)
で
精
算
さ
れ
ま
す
。

住
み
よ
い
大
洲
市
実
現
に
向
け
、
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
は
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
宮

@
2
1
1
1
内
2
3
8
)
ま
で

(la寺間当り)

区 う子 内 ノ'oe日、z、? 預託点数 慰労金

寝たきり老人、重度障害者及

A 
びこれに準ず、る介護を行った

3点、 300円
とき

(入浴介助、病気の看護)

掃除、洗濯、炊事、買い物、

B 
相談、話し相手及びごれに準 2占 Z 0 0円
ず、る介護を行ったとき

(A以外の介護)

勺
ペ
U

一 預託基準



おおず 平成元年9月1日

大洲市の財政状況

広報

昭和63年4月1日
~平成元年3月31日昭和63年度

犬洲市長

血1田桝[一般会計予算執行状況)

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
お
よ
び
地
方
公

営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
財

政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

115億9，694方円
112f意7，549万円

15(意9，033万円

15(意7，048万円

151.意4，454万円

14億7、012万円

81'君4、272万円

8j意3，775万円

5億3，801万円

51!意3，080万円

予算額

執行額出歳
115f意9，694万円
117億9，313万円
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l億1、500万円

l億7，350万円

2億2，627万円

21'意2，720万円

51，意1、848万円

5億1，848万円

81，意6守439万円

81，音6，137万円

12í~9 ，020万円

12億7，090万円

13億6，292万円

13(患2，944万円

予算額

執行額

品
川
干
J
言
問
只

孟
1
1
1虫ロ

予
算
額

2億4，841万円

2i.意4，468万円

5i.意1，051万円
4億3、596万円

38j意8，607万円

1 己主主主主主::::;::::ミ::39 1，意 1 、 859万円 ~:f~:~:f~ー}~:~:r:J

30億円20 

[市税と市民負担の状況)

10 。。10 20 30 40億円

市民税 固定資産税 たばこ消費税 電気税 その他
dロ:lo.. I頁

糾:?:並 崎置
-軽自動車税

目
-特別土地保有税

言十
-木材引取税

金 額 14億8，590万円 10億4，832万円 H意6，487万円 1億4，010万円 4，485万円 28i意8，404万円

1世帯あたり 115，842円 81，728円 12，853円 10，922円 3，496円 224，841円

1人当たり 37，504円 26，459円 4，161円 3，536円 1，132円 72，792円

構成比 5l.5% 36，3% 5.7% 4.9% l.6% 100.0% 
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広報おおず

[公債費の状況)

区分 借入先 件数 現在 I奇 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 104 59億3，767万円 462，904円 149，866円

般 郵政省 44 21憶8，070万円 170，∞9円 55，040円
1五〉、 その他 56 33億百，797万円 264，907円 85，764円

小計 204 115億1，634万円 897，820円 290，670円

特 大蔵省 13 2{:意5，547万円 19，916円 6，448円

3iJ 郵政省 34 5億1，616万円 40，240円 13，027円
止五b、 その他 4 4，330万円 3，376円 1，093円
計 ノj、計 51 8億1，493万円 63，532円 20，568円
ム口 255 123億3，127万円 961，352円 311，238円

(市開産の蹴]
手重 汚自 面 手責 等 金 実貢

宅地 533，940m' 24億 5，376万円

LlJ キ木 2，824，853m' 5，283万円

田 '，1:回 105，805m' 385万円

雑種地 12，234m' 271万円

建 物] 174，790ロf 112億 7，863万円

立 木 58.484m' 3億 6，171万円

財政調整基金 13億 8，154万円

国民健康保険財政調整基金 2f;意、4，673万円

土地開発基金 2億 3，008万円

その他持定目的基金 3，332万円

出 資 金 9，202万円

」
言十 19億 8，369万円

特別会計の

状 況

予算現額

収入済額

支出済額

差 ヲi

交通傷害保障

援~
784万円

794万円

745万円

49万円ノ

国民健康保険

啓
24億 7，318万円

26{意5，013万円

23億 7，187万円

2{意7，826万円

土地取得造成

1，430万円

1，425万円

1，425万円

0万円

平成元年9月1日

(一般会計性質期予算執行夜羽)

白昭和63年4月1日

至平成元年3月31日

~ 総収益 総費用 当期純利益
工業用水道 776万円 633万円 143万円

オ℃ i堂 3億4，806万円 3億2，504万円 2，302万円

国民宿舎 7，642万円 7，632万円 10万円

病 F完 15億2，739万円 14億3，666万円 9，073万円

国保診療所

間
4，035万円

3，951万円

3，736万円

215万円

住宅新築資金
等貸付事業

連構¥
1億 2，835万円

7，515万円

1億 2，818万円

6 5，303万円ノ

r
h
v
 

老 人保健

語道戸に込
24億4，439万円

22億 8，934万円

22倍、8，879万円

55万円

簡易水道

t 
4，583万円

4，710万円

4，467万円

243万円

公共下水道事業

1，247万円

1，241万円

1，241万円

0万円

農業集落排水

的よー
H意9，176万円

H意9，123万円

1億 9，123万円

0万円ノ
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に集う

“清流肱川をとり戻そう"と、クリー

ン肱川を訴える「臥龍まつりJ (大洲市青

年協議会主催)が、 7月22日、肱川緑地
を中心に開催されました。

また、これに先立ち、 7月15日には、

肱川と大洲の明日を考える「ふるさとフ

ォーラム」が聞かれ、活発な意見が交わ

されました。

市民の願い

臥
龍
ま
つ
り

「
臥
龍
ま
つ
り
L

は
、
「
ま
つ
り
」

を
通
し
で
H

肱
川
4

を
見
つ
め
直
し
、

そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
に
思
い
を
は

せ
て
み
よ
う
と
、
今
年
初
め
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

ま
つ
り
の
発
案
者
で
あ
る
大
洲
青
年

会
議
所
に
青
年
回
、
農
業
後
継
者
ら
が

加
わ
っ
て
準
備
を
進
め
、
七
月
二
十
二

日
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

市
内
と
長
浜
町
の
小
学
四
・
五
年
生
を

対
象
に
し
た
肱
川
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

(
応
募
総
数
五
百
六
十
点
)
や
ク
リ
ー

ン
肱
川
運
動
参
加
へ
の
署
名
活
動
(
署

名
総
数
約
九
千
人
)
を
行
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
午
後
六
時
、
愛
媛
県
警

音
楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
幕
を
聞

け
ま
し
た
。
や
が
て
、
さ
ら
し
に
ね
じ

り
は
ち
ま
き
姿
の
男
若
衆
が
引
く
臥
龍

山
嘩
を
先
頭
に
、
い
き
な
衣
裳
の
女
性

の
練
り
連
が
会
場
を
出
発
。
市
内
の
商

庖
街
な
ど
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
間
会
場
で
は
、
県
警
音
楽
隊
の

ド
リ
ル
演
奏
・
臥
龍
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
設
置

さ
れ
た
二
百
イ
ン
チ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に

は
、
ま
つ
り
に
向
け
で
製
作
さ
れ
た
ピ

デ
オ
「
元
気
か
、
肱
川
/
し
が
映
し
出

さ
れ
、
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
登
場
で
、

ま
つ
り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

若
者
が
中
心
と
な
っ
た
初
め
て
の
試

み
に
、
声
援
を
送
る
入
、
と
ま
ど
い
が

ち
の
人
、
市
民
の
反
応
も
様
々
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

肱
川
を
語
る

ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー

七
月
十
五
日
に
は
、
若
者
が
中
心
と

な
っ
で
肱
川
を
語
り
合
う
「
ふ
る
さ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
商
工
会
議
所
に
は
、

大
洲
市
青
年
協
議
会
に
参
加
す
る
若
者

を
中
心
に
、
桝
田
市
長
や
建
設
省
大
洲

工
事
事
務
所
の
川
島
所
長
ら
約
百
人
が

企臥龍山車

v女性の練り連

可作、~ω
集
合
。
ま
ず
福
岡
県
柳
川
市
の
堀
割
再

生
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
柳
川
堀
割
物
語
」
(
宮
崎
駿
監
督
)
を

鑑
賞
し
た
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
発

表
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
二
宮
忠
昭
大
洲
市
保
険

衛
生
課
長
は
、
「
河
川
の
水
質
汚
濁
の

最
大
の
原
因
は
、
生
活
雑
排
水
に
あ
る
し

と
の
問
題
提
起
を
行
い
、
小
田
川
研
究

会
会
長
の
伊
達
保
助
さ
ん
か
ら
は
、
「
肱

川
に
し
で
も
、
小
田
川
に
し
で
も
、
そ

の
清
流
復
活
を
成
し
と
げ
る
た
め
に
は
、

流
域
に
生
き
る
全
て
の
住
民
が
現
状
を

認
識
し
、
行
動
を
お
こ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
で

は
、
「
肱
川
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

市
民
ぐ
る
み
で
考
え
を
深
め
る
機
会
を

も
っ
と
増
や
す
べ
き
L

、
「
生
活
雑
排
水

が
元
凶
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
女
性

が
前
面
に
出
て
活
動
す
べ
き
で
は
」
な

ど
活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

6 -
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観
光
な
し
園
へ
ど
う
ぞ

これはおいしい/
平成 2年 4月 1日から 9月30日までの問、大阪

鶴見緑地で開催される「国際花と緑の博覧会」は、

花と緑・夢と楽しさがたくさんつまった博覧会で

す。

世界中の花々や美しい庭園、あっ/と驚くよう

なパピリオンなど、会場内はゆかいなメニューが

盛りだくさん。花と緑と人間生活のかかわりに触

れながら楽しい一時をお過ごしいただけます。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
、
好
評
を
は
く
し

て
い
る
観
光
な
し
薗
が
、
今
年
も
八
月

六
日
に
開
園
し
ま
し
た
。
次
の
と
お
り

博覧会についてのお問い合せは

0建設省 国際花と緑の博覧会推進室

ft03-597-8251 

o (財)国際花と緑の博覧会協会
大限定t06-946-5500

東京宮03-582-1990

(前売入場券は、 JR主要駅、旅行会社、

ガイドなどで発売中です)

フ。レイ

開
園
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
連
れ

で
ぜ
ひ
一
度
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

上
須
戒
一
の
瀬
梨
団
地

八
月
六
日

1
九
月
中
旬

午
前
十
時

1
午
後
五
時

大
人
(
中
学
生
以
上
)
六

O

O
円
。
子
供
(
小
学
生
以
上
)

四
O
O円
。
三
歳
以
上
二

O

O
円。

※
持
ち
帰
り
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り

五
O
O円

問
い
合
せ
先

大
洲
市
一
の
瀬
団
地
梨
生
産
組
合

(
二
宮
豊
林
)
宮
⑫
1
2
2
8

大
洲
市
農
協
土
須
戒
支
所
宮
⑮
0
0
2
1

E
⑫
2
1
1
1
 

場

所
期

間

時

間

入
園
料

商
工
観
光
課

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ー
緑
化
募
金
|

今
年
の
縁
の
羽
根
募
金
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

五
十
六
万
二
千
百
九
十
七
円
の
成
果
を

あ
げ
る
ご
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
国
・
県
・
市
の
緑
化

推
進
活
動
(
苗
木
の
配
布
等
)
の
た
め
、

利
用
さ
せ
で
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
・

無
料
法
律
相
談

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

九
月
二
日
(
土
)

日
時

1
口
時
加
分

(
受
付
は
日
時
加
分

1
げ
時
)

場

所

大

洲

中

央

公

民

館

相
談
内
容
一
般
法
律
相
談

交
通
事
故
相
談
等

詳
し
く
は
、
愛
媛
弁
護
士
会
(
宮

0

8
9
9
⑪
6
2
7
9
)
ま
で
。

聴
力
障
害
で

お
困
り
の
方
に

日

日寺
愛
媛
難
聴
者
協
会
で
は

一
般
聴
力

一調理員の募集

大洲市では調理員を募集してい

ます。受付期限が迫っていますの

で、受験希望の方は、お早目に申

し込んでください。

o採用予定人員
調理員 2人程度

学校給食センター調理員 3人

締め切りが迫っています

障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
、

難
聴
者
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
聴
力

障
害
で
お
困
り
の
方
は
、
よ
い
機
会
で

す
か
ら
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
平
成
元
年
九
月
三
日
(
日
)

午
前
十
時

1
午
後
三
時

場

所

肱

北

公

民

館

持
参
晶
補
聴
器
・
身
体
障
害
者
手
帳

受

診

料

無

料

担
当
医
師
梅
野
祐
芳
(
市
立
大
洲

病
院
耳
鼻
科
)

内

容

①

医

療

相

談

②
一
補
聴
器
相
談
(
聴
力
測
定
・

補
聴
器
点
検
等
)

③
電
話
機
相
談
(
躍
聴
用
電

話
等
)

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
わ
持
ち
で
な

い
方
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

0応募資格

高校卒業(見込)の者で、昭

和37年 4月 2日から昭和47年 4

月 1日までに生れた者

7 

市長公室ま

0受付期限 9月 7日

そのf也言羊しくは、
で、

E⑪ 2111 内221



おおず

退
|職
中金
支は
薬園
芸の
会制
十度
l で

中
退
金
制
度
(
中
小
企
業
退
職
金
共
事
業
主
に
:
:
:
掛
金
の
三
分
の
一

済
制
度
)
は
、
退
職
金
制
度
を
も
っ
こ
を
契
約
月
の
翌
月
か
ら
二
年
間
国

と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助
が
負
担
し
ま
す
。

で
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退
職
金
を
支
②
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
事
業
主
に

払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
:
・
増
額
分
の
三
分
の
一
を
増
額

を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
国
の
制
月
か
ら
一
年
間
国
が
負
担
し
ま
す
。

度

で

す

。

③

中

退

金

制

度

の

運

営

費

は

、

国

が

|

中

退

金

制

度

の

特

色

!

負

担

し

て

い

ま

す

。

O
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全
・
確
実
で

O
転
職
し
て
も
、
退
職
金
の
通
算
が
で

す

。

き

ま

す

0

0
月
々
少
額
の
掛
金
で
、
企
業
の
実
態
。
加
入
前
の
勤
務
期
間
(
一

O
年
を
限

に
あ
っ
た
退
職
金
づ
く
り
が
で
き
ま
度
)
が
通
算
で
き
ま
す
。

す。

o
掛
金
は
税
法
上
損
金
・
必
要
経
費
と

O
掛
金
の
一
部
と
制
度
の
運
営
費
は
、
し
て
全
額
免
税
に
な
り
ま
す
。

国
が
負
担
し
ま
す
。

o福
利
厚
生
施
設
を
設
置
す
る
場
合
、

①
新
し
く
中
退
金
制
度
に
加
入
す
る
そ
の
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
の
た
め
、
今
年
新
築
詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
税
務
課
固

又
は
増
改
築
さ
れ
た
家
屋
の
実
地
調
査
定
資
産
税
係
ま
で

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
ム
お
願
い
告
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
5

し
ま
す
。

な
お
、
滅
失
家
屋
(
と
り
こ
わ
し
た

家
な
ど
)
の
調
査
も
同
時
に
行
い
ま
す

の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
方
は
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
調
査
期
間

平
成
元
年
九
月
中
旬
1

平
成
二
年
一
月
中
旬

V
対
象
家
屋

昭
和
六
十
四
年
一
月
二
日
以
降
に

異
動
の
あ
っ
た
家
屋

広報平成元年9月1日

ー
加
入
で
き
る
企
業

l

o
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、
中

小
企
業
者
で
す
。

l
掛
金
の
種
類
|

O
月
額
三
千
円
か
ら
二
万
円
ま
で
の
十

三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

i
加
入
の
手
続

l

O
所
定
の
申
込
書
(
金
融
機
関
に
備
え

付
け
)
に
申
込
金
(
掛
金
の
一
月
分
)

を
添
え
て
、
お
近
く
の
金
融
機
関
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ー
問
い
合
せ
先

O
大
洲
商
工
会
議
所
告
⑪
4
1
1
1

0
中
退
金
の
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

東
京
0
3
1
4
3
6
1
4
3
5
1

大
阪
0
6
1
5
3
6
1
1
8
5
1

広
島
0
8
2
1
2
4
0
1
7
1
5
1

敬老年引を贈呈

一-t 怜ぐジn苫:;，;v
七題担嵐瓢ノ i以
U 雲哩.日常c.三~p.>u品

一
寿

ン

大
洲
市
で
は
、
お
年
寄
の
健
康
増
進

の
た
め
「
敬
老
年
金
」
と
「
シ

i
ツ」

を
贈
呈
し
ま
す
。

対

象

者

平
成
元
年
九
月
十
五
日
現
在
、
大
洲

市
に
引
き
続
き
二
一
ヵ
月
以
上
住
所
の
あ

る
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人

①
敬
老
年
金
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
五

日
現
在
で
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
明
治

四
十
二
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
れ
た

人
)
②
シ
l
ツ
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
五
日

現
在
で
満
七
十
歳
以
上
の
人
(
大
正
八

年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
れ
た
人
)

敬
老
年
金
の
受
渡
し

日
時
九
月
十
二
・
十
三
・
十
四
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
十
分

場

所

肱
南
地
区
一
市
役
所
一
階
ロ
ピ

l

肱
北
地
区
一
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区
一
各
連
絡
所

持
参
晶
印
鑑
、
通
知
の
は
が
き

※
な
わ
、
シ

1
ツ
は
各
個
人
あ
て
、
九

月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま

で

宮

⑫

2
1
1
1
内
線
2
7
5

8 -

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金
一
封

金
一
封

八
多
喜
町
笹
尾

東
大
洲
(
故
人
)
藤
田
キ
ミ
ヨ

金
一
封
(
拾
得
金
の
謝
礼
)
柏
木

冨
土
中
学
校
福
留
宏
知
・
玉
城
竜
馬

.
宮
原
義
典
・
九
谷
浩
平

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

藤

縄

城

戸

利

教

金
一
封
(
大
洲
育
成
園
と
大
洲
学
園

へ

)

柚

木

三

瀬

信

一

金
一
封
(
と
須
戒
地
区
社
協
と
上
須

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
高
橋
好
男

(
敬
称
略
)

憲
子

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協

-
K須

戒
老
人
会
・
市
社
協
へ
)

上

須

戒

田

丸

章

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
下

鶴
寿
会
・
里
公
民
館
へ
)

平

野

町

山

本

智

彦

(
物
品
の
口
座
)

車
椅
子
一
台
(
貸
出
用
)

新

谷

伊

賀

弘

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



方
海
員
学
校
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
:
配
前
匹

E
E
M

二
年
度
の
専
修
科
生
を
募
集
し
ま
す
。
山
山
一
一
帯
訟
峰
瀦
信
明
娼
忠
郎

募
集
人
員
航
海
科
四
十
人
、
機
関
科
山
事
院
一
車
窓
町

四
十
人
。

1
2
2
2
2
m

受

験

資

格

…

「

解

放

運

動

へ

の

歩

み

」

川

市

①
年
齢
平
成
二
年
四
月
一
日
現
在
一
部
落
解
放
全
国
委
員
会
の
懸
命
な
運

十
八
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
人
一
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
二
十
年
代

②
学
歴
高
等
学
校
卒
業
又
は
、
同
一
に
は
、
ご
く
一
部
の
人
た
ち
以
外
で
は
、

等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
者
山
部
落
差
別
は
問
題
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

出

願

手

続

一

た

。

①
受
付
期
間
平
成
元
年
十
月
十
六
一
そ
れ
は
、
新
し
い
教
育
改
革
の
中
で

日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
山
こ
の
民
主
教
育
を
徹
底
す
れ
ば
、
一
切

②

受

験

料

無

料

一

の

差

別

は

な

く

な

る

と

安

易

に

考

え

ら

試
験
日
平
成
元
年
十
一
月
十
九
日
…
れ
た
こ
と
。
次
に
当
時
の
部
落
が
、
差

(
平
成
二
年
二
月
十
一
日
に
、
第
二
同
一
別
と
貧
困
の
中
に
あ
え
い
で
い
た
と
い

入
試
(
二
次
募
集
)
を
行
い
ま
す
。
)
…
う
現
実
が
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

※
な
お
、
願
書
の
請
求
・
提
出
及
び
お
…
た
た
め
で
す
。

問
い
合
せ
は
、
波
方
海
員
学
校
教
務
課
一
こ
う
し
た
中
で
、
同
和
教
育
の
組
織

(〒

7
9
9
1
2
1
越
智
郡
波
方
町
波
山
化
が
最
も
早
く
進
ん
だ
の
は
京
都
府
と

方
宮

0
8
9
8
⑪
9
6
4
0
)
ま
で
。
…
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
戦
前
か
ら
部

一
落
の
子
供
た
ち
の
教
育
に
取
り
組
ん
で

=一一三一一=一三=Ez--一一一一三一一

-iz--E一
z
i
-
-
E
;
i
;
=
E
三
三
一
…
き
た
山
崇
一
宗
ポ
仁
小
…
学
一
字
子
校
長
の
伊
束
茂
光
の
{
実失

ス
ま
…
践
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
が
い
た
と

一
い
山
い
う
事
情
も
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。

)

ベ

行

一

和

歌

山

県

で

は

、

戦

前

の

同

和

教

育

火

室

ス

を

)
(
一
不
示
え
川
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
と
し
て
「
責
善
教

他

自

慢

展

市

川

育

」

と

い

う

言

葉

を

用

い

、

早

く

か

ら

ト

一

f

川

2

一
、
ォ
川
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

日

月

第

に

入

お

叩

階

中

の

…

ま

た

兵

庫

県

で

は

損

保

郡

損

西

村

で

川

~

U

U

間
協
…
生
徒
に
よ
る
差
別
事
件
が
相
次
ぎ
、
昭

れ

矧

其

げ

川

和

二

十

四

年

兵

庫

県

同

和

教

育

中

央

委

一

エ

砕

流

!

、

川

間
一
冗
所
博
し
係
川
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
は

期

成

場

立

だ

関

J

川
召
和
三
十
二
年
に
同
和
教
育
研
究
協
議

雀

平

一

不

市

た

の

す

川

日

開

展

(

川

会

を

結

成

し

て

い

ま

す

が

、

こ

の

と

き

-

-

一

の

メ

ン

バ

ー

は

立

身

出

世

を

夢

見

る

野

おおず

海;

'̂ 
..... ，
 

広報

大
学
校

海

上

保

安

全

け

学

生

募

集

i
耳
目
、

4
S
1

学
校
学
生
約
百
五
十
人
。

申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
本
人
で
あ
る
こ
と

が
、
明
り
よ
う
に
確
認
で
き
る
写
真

及
び
四
十
一
円
切
手
を
は
り
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
時
の
給
与
大
学
校
・
学
校
と
も

探
用
当
初
の
給
与
は
、
十
万
五
千
二

百
六
十
円
で
す
。

※
そ
の
他
、
受
験
資
格
に
細
か
い
制
限

が
あ
り
ま
す
。
申
込
用
紙
の
請
求
・
提

出
及
び
受
験
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

松
山
海
上
保
安
部

(
0
8
9
9
⑪
1
1

9
6
)
ま
で
。

高
校
卒
業
程
度
l

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、
来
春

採
用
の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
受
験
希
望
の
方
は
、
早
目
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
平
成
元
年
9
月
7
日
1
9

月
加
日
(
郵
送
の
場
合
は
、

9
月
初

日
の
消
印
ま
で
有
効
)

受
験
資
格
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日

(
大
学
校
学
生
は
昭
和
四
十
四
年
四

月
二
日
)
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

二
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
者
な

と。

採
用
予
定
数

運
輸
省
波
方
海
員
学
校
学
生
募
集

内
航
船
舶
の
船
舶
職
員
(
船
長
・
航

海
士
・
機
関
士
な
ど
)
を
養
成
す
る
波

大
学
校
学
生
約
五
十
人

平成元年9月1日

稽樋鎗ttto

扉風絵の世界

F行立f専午勿長官で、は、 8月26日から、 円

*人の美意識の両面とも言われている

“思索"と“哀愁のこころ"にひかれ

る拝風絵の名作を展示します。

淡く幽幻な水墨画・豪華な色彩の作

品と、作風は様々。 作者は、旧大j州藩

の御用絵師若宮晴徳や、狩野派及び狩

里子派の流れをくむ著名画家たちです。

下記のとおり展示していますので、

ぜ、ひ一度ご来観ください。
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「
人
権
と
同
和
教
育
」

心
家
教
師
が
中
心
で
、
そ
の
弱
さ
が
同

年
南
野
小
学
校
事
件
と
な
っ
て
露
呈
さ

れ
て
い
ま
す
。

次
に
長
野
県
も
昭
和
一
一
十
二
年
部
落

解
放
全
国
委
員
会
長
肝
県
連
合
会
を
結

成
、
松
竹
映
画
「
破
戒
」
の
上
映
運
動

や
多
く
の
差
別
事
件
に
取
り
組
み
ま
し

た。
学
校
で
の
差
別
事
件
と
し
て
教
育
界

に
問
題
を
投
げ
か
け
た
の
は
、
昭
和
二

十
四
年
の
森
村
事
件
・
翌
二
十
五
年
の

三
水
村
事
件
と
、
あ
い
つ
い
で
学
校
給

食
差
別
事
件
が
発
竺
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
戦
前
と
少
し
も
変
ら
な

い
差
別
事
件
の
続
発
は
、
教
師
た
ち
に

深
刻
な
反
省
を
迫
り
、
同
和
教
育
の
考

え
方
を
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
昭
和
二
十
五
年

同
月
七
日
付
の
京
都
の
某
新
聞
は
、
一

面
ト
y
プ
に
「
あ
の
学
校
な
ら
イ
ヤ
」

と
題
し
た
記
事
で
、
京
都
の
某
犬
学
の

女
子
学
生
が
部
落
の
小
学
校
へ
の
赴
任

を
拒
否
し
た
と
い
う
事
件
を
報
じ
ま
し

た
。
部
落
の
人
た
ち
の
貧
閑
と
、
そ
れ

か
ら
く
る
子
供
た
ち
の
低
学
力
、
ま
た

校
舎
や
施
設
も
劣
悪
の
ま
ま
放
置
さ
れ

た
学
校
、
と
い
う
実
態
の
中
で
、
部
落

の
あ
る
学
校
へ
の
赴
任
拒
否
は
、
そ
の

巧
時
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

一
部
の
良
心
的
な
教
師
た
ち
の
献
身
的

な
運
動
に
よ
り
、
同
和
教
育
は
着
実
に

展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

9 -
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七
月
二
十
八
日
、
中
央
公
民
館
で
H

夏

の
郷
土
料
理
教
室
山
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
亀
田
ツ
ヤ
子
さ
ん
が
主

宰
す
る
郷
土
料
理
研
究
会
が
、
春
に
引

き
続
い
て
開
催
し
た
も
の
で
、
市
内
の

主
婦
二
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
調
理
さ
れ
た
料
理
は
、
カ
ツ

オ
の
た
た
き
(
御
荘
)
、
タ
ゴ
飯
(
松
山
)

高齢者交通安全旬間
9月11日-9月20日

い
も
た
き
(
大
洲
)
、
ツ
ワ
の
み
そ
漬
け
、

子
造
り
こ
ん
に
ゃ
く
の
刺
身
、
ご
ま
豆

腐
な
ど
の
料
理
十
点
と
お
や
つ
類
二
点

の
十
二
点
。
一
同
は
、
で
き
土
が
っ
た

料
理
を
試
食
し
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

泳
ぎ
上
手
に
な
れ
た
か
な
?

藩
政
時
代
か
ら
伝
わ
る
古
式
泳
法
山

大
洲
神
伝
主
馬
流
ο

を
小
・
中
学
生
に

教
え
る
「
夏
季
水
泳
学
校
L

が
、
今
年

も
七
月
二
十
一
日
か
』
竺
三
十
日
ま
で
肱

川
で
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
九
十
六
人
の
児
童
が
元
気

に
参
加
し
、
全
員
無
事
卒
業
。
泳
ぎ
の
腕

を
上
げ
た
よ
う
で
す
。

奥

さ

ん

+刀

No.98 

と
て
も
暮
ら
し
ゃ
す
い
所
で
す
ネ

ll白白@)!B巴
問

おおず広報

河
野
か
お
る

さ
ん
(
若
宮

-
U歳
)

V

H
仏
の
里
山
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
が
つ
い
て
い
る
大
分
県
国
東
町
か

ら
嫁
い
で
来
ま
し
た
。

V
国
東
は
、
海
に
面
し
た
静
か
な
所
で
、

新
鮮
な
魚
が
ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
え
る
所

で
す
。

V
主
人
と
は
、
別
府
の
勤
め
先
で
知
り

合
い
、
昭
和
五
十
七
年
に
結
婚
し
ま
し

た。

V
結
婚
と
同
時
に
大
洲
へ
や
っ
て
来
た

ん
で
す
が
、
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
山
ま

た
山
で
、
少
し
と
ま
ど
い
ま
し
た
。

V
大
洲
は
山
菜
が
豊
富
で
す
ね
。
そ
れ

に
つ
く
し
を
調
理
し
て
食
べ
る
な
ん
で

い
う
の
は
、
こ
ち
ら
へ
来
て
初
め
て
体

験
し
ま
し
た
。

V
国
東
の
冬
は
、
毎
年
雪
が
積
も
り
ま

す
し
、
雪
そ
の
も
の
が
、
こ
ち
ら
と
違

っ
て
サ
ラ
ッ
と
し
た
感
じ
で
、
ま
さ
に

純
白
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
の
美
し

い
雪
景
色
を
描
き
ま
す
。

V
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
し
、

生
活
の
リ
ズ
ム
も
の
ん
び
り
し
で
い
て
、

大
洲
っ
て
と
で
も
暮
ら
し
ゃ
す
い
所
だ

な
と
思
つ
で
い
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
、

子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
を

も
う
少
し
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね。vh
u
庖
を
や
っ
て
い
る
関
係
で
、
日
頃

か
ら
、
夫
婦
揃
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

趣
味
に
没
頭
で
き
る
時
聞
が
な
い
ん
で

す
。
子
供
た
ち
(
舞
ち
ゃ
ん
H
H
五
歳
H

仁
く
ん
日
一
一
一
歳
リ
)
が
も
う
少
し
大
き

く
な
っ
た
ら
、
家
族
揃
っ
て
何
か
に
夢

中
に
な
っ
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

[0 
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誰
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N
H
K
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の
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正
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太
平
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か
け
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朝
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著
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円
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編

春
夏
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介
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赤
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い
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暮
ら
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俵
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二
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瀬
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I
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拓

郎

著

ブ

ス

愚

痴

録

田

辺

聖

子

著

讃
岐
路
殺
人
特
急
荻
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ゆ
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ぐ
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影
法
師
高
樹
の
ぷ
子
著

断
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欠

席

阿
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弘

之

著

そ
れ
で
も
明
日
は
来
る
三
浦
綾
子
著

い
の
ち
の
ハ
ー
ド
ル
木
藤
潮
香
著

男

ご

ご

ろ

丸
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一

著
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に
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が
吹
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で
来
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宇
肝
千
代
著
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図

書



平成元年9月1日

7.31・花火大会のリトグラフを

寄贈

おおず広報

東
京
都
府
中
市
在
住
の
画
家
富
田
利
吉

郎
さ
ん
(
的
歳
)
が
、
大
洲
の
川
ま
つ
り
花

火
大
会
の
リ
ト
グ
ラ
フ
を
制
作
。
そ
の
第
一

号
を
大
洲
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
富
田
さ
ん
が
昭
和
六
十
三

年
か
ら
手
が
け
て
い
る
H

日
本
の
祭
シ
リ
ー

ズ
H

の
一
環
と
し
て
制
作
し
た
も
の
で
、
十

四
版
十
五
色
刷
り
。
市
内
篠
崎
書
官
が
、
川

ま
つ
り
を
芸
術
と
い
う
形
で
継
承
し
て
い
こ

う
と
、
富
田
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
実
現
し
た

も
の
で
す
。

う
船
・
屋
形
船
ご
し
に
花
火
を
描
い
た
作

品
に
、
桝
田
市
長
も
「
大
洲
の
雰
同
気
が
よ

く
出
て
い
て
美
し
い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し

た。

川
市
内
一
斉
清
掃

知
識

A肱南グラウンド

川
の
中
も
き
れ
い
に

a句

海
外
か
ら
こ
ん
に
ち
は

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
米
国
留
学
生
・
口

1

ソ
ン
・
ロ
パ
ー
ト
君
と
パ
|
フ
主
イ

ン
・
ロ
ー
ト
ピ
!
タ
l
君
が
桝
田
市
長

4
を
訪
問

7月15日、愛媛県主催の移動花づくり教室

が、平野の明日香地区集会所で開かれました。

この教室は、花いっぱしミ県民運動の一環とし

て聞かれたもので、明日香士也氏の住民ら約60

人が参加しました。

当日は、大~'HI農業改良普及所の岡田章係長

から、花づくりについての講義を受けた後、

集会所前の花だんに、サルビアやペチュ二ア

など約 300本の草花を全員で植裁。地域の親

日室をj架めました。

お
花
づ
く
り
で
和
気
あ
い
あ
い

- [[ 

ー
移
動
花
"
つ
く
り
教
室

秋
の
交
通
安
全
運
動

一喝暗唱札一 一一一
.... 7.25交通茶屋(平野)

7月末までの
大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

{午 数 119 127 

負傷者 152 157 

死 者 2 



平成元年9月1日おおず

mm種
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

9
月
5
日
(
火
)
平
成
元
年
4
月
生
※

9
月
ロ
日
(
火
)
平
成
元
年
1
月
生
※

9
月
比
日
(
木
)
昭
和
白
年
2
月
生

9
月
刊
日
(
火
)
昭
和
臼
年
刊
月
生
※

9
月
お
日
(
火
)
昭
和
臼
年
8
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

晶

母

子

健

康

手

帳

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

9
月
1
日
(
金
)

9
月
日
日
(
月
)

9
月
ロ
日
(
火
)

9
月
日
日
(
水
)

場

所

三
善
連
絡
所

一
菅
国
連
絡
所

大
川
連
絡
所

広報

相談ごと案内
いず、れも無料です。気軽にご

利用くだ、さ ¥"0

惨交通事故相談

とき 9月 8日

9月20日

ところ 市役所

砂人権相談

と き 9月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

とき 9 月 5 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 9月 1日、 11日、 25日

13時一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 9月20日 9 H寺一12日寺

ところ 市役所3階会議室

急ぐ時はE⑫ 3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

と き 9月20日 10日寺 ~16H寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 9月28日 13日寺~15日寺

とごろ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館E⑮ 0947

砂不動産無料相談

とき 9 月 15 日 9 時~16時

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花庖 2階、常磐田T4

時

室
5

義

]
一
三
一
ロ

一

ク

会

土

寸

比

白

H

F

 

O
 

っ3

1
よ

9
月
白
日
(
木
)

受 9 9 
f寸月月
時 2928 
間日日

無 13 9金木
料時時~~

¥ 30一一
15分平
日~ ¥ 里子
11 ~童
日寺 系各
戸斤

検

診

料胃

が

ん

検

診

実

施

E

9
月
幻
日
(
木

受
付
時
間

検

診

料

対

象

者

場

所

徳
森
(
児
童
セ
ン

タ
ー
)

8
時
l
m
時

9
0
0
円

的
歳
以
上
の
方

婦
人
が
ん
検
診

999  
月月月実
21 18 6 
日日日施

木月水日

場

所

柳
沢
連
絡
所

八
多
喜
連
絡
所

徳
森
(
児
童
セ
ン

タ

l
)

受
付
時
間
日
時
1
H
時

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診

7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

切
歳
以
ト
し
の
女
性

対
象
者

健

キ自

':/1、
o* 

康

日
時

9
月
日
日
と
9
月
幻
日

9
時
却
分

1
ロ
時
、
日
時

1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

9
月
3
日

(
日
)

9
月
刊
日

(
日
)

9
月
日
日

(
金
)

菊
原
外
科
(
若
宮
)

宮
⑫
4
6
4
6

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

石
村
整
形
外
科
(
若
宮
)

宮
⑫
5
7
6
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

大
洲
記
念
病
院
(
徳
森
)

宮

(
ω
2
0
2
2

大
洲
中
央
病
院

9
月
口
日

(
日
)

宮

(
ω
4
5
5
1

ご
う
お
小
児
科
(
西
大
洲
)

宮

(
ω
3
9
3
6

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
内
科
(
常
磐
町
)

宮
⑪
2
3
4
6

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮
(
⑪
0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

9
月
お
日

(
土
)

9
月
弘
日
(
日
)

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

9
月
別
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

9
月
幻
円
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
7
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
分

1
ロ
時

大

洲

市

役

所

日

時

i
H
時
加
分

大

洲

中

央

病

院

日

時

1
日
時
加
分

9
月
日
日
(
月
)

菅
同
連
絡
所

9
時
加
分

l
M
時

喜
多
医
師
会
病
院日
時
叩
分

l
M
時
叩
分

今月の納税

国民健康保険税

2 期

納期は10月2日です

η〆』

後

『

H
U
一一=ロ

九
月
に
な
り
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
、

そ
ろ
そ
ろ
運
動
会
も
始
ま
る
よ
う
で
す
。

以
前
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
よ
そ
に
急

に
全
力
疾
走
を
し
た
た
め
に
、
激
し
い

ご
む
ら
返
り
に
襲
わ
れ
、
七
転
八
倒
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
夏
場
の
疲
れ
も

出
始
め
る
頃
で
す
。
体
に
無
理
の
い
か

な
い
程
度
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
(
た
)


	ページ分け12p用

